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ディプロマ・ポリシー

DP1
⾼い専⾨性と発展的な
診療放射線学分野の知
識・技術に基づき、新
たな理論構築や⽅法論
を展開できる能⼒

DP2
専⾨的知識・技術を
駆使し、⾃ら研究プ
ロジェクトを⾼い倫
理観を持って厳格に
遂⾏できる能⼒

DP3
研究成果を国内外に
発信し、診療放射線
学分野の教育・研究
の発展に貢献できる
能⼒

1
年
次

後
期

前
期

CP1

専⾨科⽬

新たな理論構築や⽅法
論の展開に資する⾼度
な専⾨知識を学び、質
の⾼い診療放射線学・
⽣体量⼦科学の基盤を
創造する能⼒を⾼める。

CP2

演習・研究指導

専⾨領域の学術研究
を積極的に分析し、
研究課題に関連した
専⾨的知識や研究遂
⾏技術を学ぶことで
⾼い倫理観を⾝に付
け、⾃⽴して研究を
⾏うことができる能
⼒を培う。

CP3

演習・研究指導

研究課題に係わる国
内外での学会発表や
論⽂公表等により専
⾨分野の学識を深め、
国内外の専⾨家と積
極的に交流し、国際
的⽔準での研究推進
や教育の発展に努め
る。

ア
ド
ミ
ỿ
シ
ἂ
ン
・

ポ
リ
シ
ổ

求める学⽣像

AP1.博⼠前期課程等で修得した専⾨領域の基盤となる知識・技能、柔軟な思考⼒と
倫理観を兼ね備えている⼈

AP2.豊かな⼈間性と強い探求⼼をもち、診療放射線学分野の発展のため、⾃⽴して
研究に取り組む姿勢がある⼈

AP3.診療放射線学分野に⾼い知的関⼼を持ち、最先端の研究に⽬を向け、研究をや
り遂げ、研究成果を国内外に発信する英語⼒のある⼈

AP4.博⼠後期課程で修得した⾼度な教育研究能⼒を活⽤し、診療放射線学分野の発
展に貢献する強い意志のある⼈

カ
リ
キ
ἁ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ổ

2
年
次

後
期

前
期

3
年
次

後
期

前
期

【資料8】別添資料1（新）
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ディプロマ・ポリシー

DP1
⾼い専⾨性と発展的な
診療放射線学分野の知
識・技術に基づき、新
たな理論構築や⽅法論
を展開できる能⼒

DP2
専⾨的知識・技術を
駆使し、⾃ら研究プ
ロジェクトを⾼い倫
理観を持って厳格に
遂⾏できる能⼒

DP3
研究成果を国内外に
発信し、診療放射線
学分野の研究の発展
に貢献できる能⼒

1
年
次

後
期

前
期

CP1

専⾨科⽬

新たな理論構築や⽅法
論の展開に資する⾼度
な専⾨知識や治療技術
を学び、質の⾼い診療
放射線学・⽣体量⼦科
学の基盤を創造する研
究者としての能⼒を⾼
める。

CP2

演習・研究指導

専⾨領域の学術研究
を積極的に分析し、
研究課題に関連した
専⾨的知識や研究遂
⾏技術を学ぶことで、
⾃⽴した研究者とな
るための能⼒を培う。

CP3

演習・研究指導

研究課題に係わる国
内外での学会発表や
論⽂公表等により専
⾨分野の学識を深め、
国内外の専⾨家と積
極的に交流し、国際
的⽔準での研究推進
に努める。

ア
ド
ミ
ỿ
シ
ἂ
ン
・

ポ
リ
シ
ổ

求める学⽣像

AP1.博⼠前期課程等で修得した専⾨領域の基盤となる知識・技能、柔軟な思考⼒を
兼ね備えている⼈

AP2.豊かな⼈間性と強い探求⼼をもち、診療放射線学分野の発展のため、⾃⽴して
研究に取り組む姿勢がある⼈

AP3.診療放射線学分野に⾼い知的関⼼を持ち、最先端の研究に⽬を向け、研究をや
り遂げる意欲のある⼈

AP4.博⼠後期課程で修得した⾼度な教育研究能⼒を活⽤し、教育者、研究者、指導
者として、診療放射線学分野の発展に貢献する強い意志のある⼈

カ
リ
キ
ἁ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ổ

2
年
次

後
期

前
期

3
年
次

後
期

前
期

【資料8】別添資料1（旧）
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診療放射線学専攻博士後期課程カリキュラム・マップ

DP1 DP2 DP3

高い専門性と発展的な診
療放射線学分野の知識・
技術に基づき、新たな理
論構築や方法論を展開
できる能力

専門的知識・技術を駆使
し、自ら研究プロジェクト
を高い倫理観を持って厳
格に遂行できる能力

研究成果を国内外に発
信し、診療放射線学分野
の教育・研究の発展に貢
献できる能力

専門科目 診療放射線学特講 1年次 通年 ○

診療放射線学特講演習Ⅰ 2年次 前期 ○

診療放射線学特講演習Ⅱ 2年次 後期 ○

生体量子科学特講 1年次 通年 ○

生体量子科学特講演習Ⅰ 2年次 前期 ○

生体量子科学特講演習Ⅱ 2年次 後期 ○

演習・研究指導 診療放射線学特別研究 1～3年次 通年 ○ ○

生体量子科学特別研究 1～3年次 通年 ○ ○

区分 授業科目 年次
開講
時期

【資料9】別添資料2（新）
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3年次2年次1年次

後期前期後期前期後期前期

高い専門性と発展的
な診療放射線学分野
の知識・技術に基づ
き、新たな理論構築
や方法論を展開でき
る能力

DP1

専門的知識・技術を
駆使し、自ら研究プ
ロジェクトを高い倫
理観を持って厳格に
遂行できる能力

DP2

研究成果を国内外に
発信し、診療放射線
学分野の教育・研究
の発展に貢献できる
能力

DP3

診療放射線学特講

生体量子科学特講

診療放射線学特講演習Ⅰ

生体量子科学特講演習Ⅰ

診療放射線学特講演習Ⅱ

生体量子科学特講演習Ⅱ

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
5
月
）

研
究
計
画
書
・
研
究
指
導
計
画
書
の
作
成
・
提
出

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
2
月
）

研
究
進
捗
状
況
報
告
書
の
作
成
・
提
出

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
2
月
）

中
間
発
表

研
究
発
表
会
・
博
士
論
文
審
査
（
1
～
2
月
）

修
了
・
学
位
授
与
（
3
月
）

予
備
審
査
会
（
3
月
）

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

診療放射線学専攻博士後期課程カリキュラム・ツリー

【資料9】別添資料2（新）
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診療放射線学専攻博士後期課程カリキュラム・マップ

DP1 DP2 DP3

高い専門性と発展的な診
療放射線学分野の知識・
技術に基づき、新たな理
論構築や方法論を展開
できる能力

専門的知識・技術を駆使
し、自ら研究プロジェクト
を高い倫理観を持って厳
格に遂行できる能力

研究成果を国内外に発
信し、診療放射線学分野
の研究の発展に貢献でき
る能力

専門科目 診療放射線学特講 1年次 通年 ○

診療放射線学特講演習Ⅰ 2年次 前期 ○

診療放射線学特講演習Ⅱ 2年次 後期 ○

生体量子科学特講 1年次 通年 ○

生体量子科学特講演習Ⅰ 2年次 前期 ○

生体量子科学特講演習Ⅱ 2年次 後期 ○

演習・研究指導 診療放射線学特別研究 1～3年次 通年 ○ ○

生体量子科学特別研究 1～3年次 通年 ○ ○

区分 授業科目 年次
開講
時期

【資料9】別添資料2（旧）
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3年次2年次1年次

後期前期後期前期後期前期

高い専門性と発展的
な診療放射線学分野
の知識・技術に基づ
き、新たな理論構築
や方法論を展開でき
る能力

DP1

専門的知識・技術を
駆使し、自ら研究プ
ロジェクトを高い倫
理観を持って厳格に
遂行できる能力

DP2

研究成果を国内外に
発信し、診療放射線
学分野の研究の発展
に貢献できる能力

DP3

診療放射線学特講

生体量子科学特講

診療放射線学特講演習Ⅰ

生体量子科学特講演習Ⅰ

診療放射線学特講演習Ⅱ

生体量子科学特講演習Ⅱ

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
5
月
）

研
究
計
画
書
・
研
究
指
導
計
画
書
の
作
成
・
提
出

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
2
月
）

研
究
進
捗
状
況
報
告
書
の
作
成
・
提
出

研
究
進
捗
状
況
評
価
（
2
月
）

中
間
発
表

研
究
発
表
会
・
博
士
論
文
審
査
（
1
～
2
月
）

修
了
・
学
位
授
与
（
3
月
）

予
備
審
査
会
（
3
月
）

診療放射線学特別研究
生体量子科学特別研究

診療放射線学専攻博士後期課程カリキュラム・ツリー

【資料9】別添資料2（旧）
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教育理念 

本学は学是「仁」の精神を基に、「不断前進」を教育研究の理念とし、他者を

思いやり理解する心・感性を持ち、現状に満足せず、常に高い目標を目指して努

力を続ける人材を育成していくことを目指している。 

順天堂大学大学院保健医療学研究科では、学是である「仁」の心を兼ね備え、

国内外を問わず多様な場で社会に還元・貢献できる高度な専門知識と専門技術

を有する指導的高度医療専門職者や、理学療法学、診療放射線学の研究を積極的

に推進し、質の高い理学療法学、診療放射線学の基盤を創造する教育・研究者の

養成を目的とする。 

  

【資料16】別添資料3（新）
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ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

 標準修業年限（2 年）以上 4 年以内在籍し、修了要件となる 30 単位以上を取

得し、次の資質・能力を身に付けるとともに、必要な研究指導を受けた上で修士

論文の審査及び試験に合格した者に対し、修士（診療放射線学）の学位を授与し

ます。 

 

DP1.人体の機能・構造を多面的に理解し、診療放射線学に関する研究に高い倫理

観をもって取り組み遂行できる能力 

DP2.診療放射線学分野のリーダーや管理者、または教育・研究者としての役割や

診療放射線学の研究動向を理解し、最新のエビデンスを分析する能力 

DP3.科学的根拠に裏付けされた診療放射線学の専門的知識や技術の基本を応用

できる能力 

DP4.診療放射線学分野における問題に対して、体系的に整理し客観的に分析す

る能力 

 

〈博士後期課程〉 

標準修業年限（3 年）以上 6 年以内在籍し、修了要件となる 10 単位以上を取

得し、次の資質・能力を身に付けるとともに、必要な研究指導を受けた上で博士

論文の審査及び試験に合格した者に対し、博士（診療放射線学）の学位を授与し

ます。 

 

DP1.高い専門性と発展的な診療放射線学分野の知識・技術に基づき、新たな理論

構築や方法論を展開できる能力 

DP2.専門的知識・技術を駆使し、自ら研究プロジェクトを高い倫理観を持って厳

格に遂行できる能力 

DP3.研究成果を国内外に発信し、診療放射線学分野の教育・研究の発展に貢献で

きる能力 

  

【資料16】別添資料3（新）
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

CP1.人体の機能・構造の専門的知識や高度の倫理観、保健医療分野の専門的な研

究方法論を修得するために、共通科目に特論科目を配置します。成果は履修

科目の成績により評価します。 

CP2.リーダーや管理者、または教育・研究者としての必要な知識や、診療放射線

学の研究動向を理解し、最新のエビデンスを分析する方法を修得するため

に、共通科目と専門基礎科目に特論科目を配置します。成果は履修科目の成

績により評価します。 

CP3.診療放射線学の基幹領域での科学的根拠に裏付けされた診療放射線学の専

門的知識や技術の応用力を修得するために、専門科目に特論科目及び特論

演習科目を配置します。成果は履修科目の成績により評価します。 

CP4.診療放射線学における課題を見極め、研究計画立案から研究実施、さらに結

果を分析する能力を修得するために、演習・研究指導科目に特別研究を配置

します。成果は修士論文審査により評価します。 

 

〈博士後期課程〉 

CP1.新たな理論構築や方法論の展開に資する高度な専門知識を学び、質の高い

診療放射線学・生体量子科学の基盤を創造する能力を高めます。 

CP2.専門領域の学術研究を積極的に分析し、研究課題に関連した専門的知識や

研究遂行技術を学ぶことで高い倫理観を身に付け、自立して研究を行うこ

とができる能力を培います。 

CP3.研究課題に係わる国内外での学会発表や論文公表等により専門分野の学識

を深め、国内外の専門家と積極的に交流し、国際的水準での研究推進や教育

の発展に努めます。 

  

【資料16】別添資料3（新）
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アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

診療放射線学専攻（修士課程）は、診療放射線学の教育を受けた学生や社会人

などに対して、高い専門性と発展的な診療放射線学の知識を教授し、国際的・社

会的に貢献できる人材を育成することを目的としています。生涯にわたって診

療放射線学と向き合う姿勢を持ち続、「仁」の心を兼ね備えた研究者・高度専門

職業人を育成するため、次のような志のある人物を求めます。 

 

AP1.豊かな人間性をもち、診療放射線学分野の発展のため、大学院で学修・研究

する明確な意思と、そのために必要な学力を持つ人 

AP2.保健・医療・福祉の臨床・教育現場で活動しており、診療放射線技師の資格

を持つ者として向上心のある人 

AP3.診療放射線学に高い関心を持ち、入学後の学修・研究活動に積極的に取り組

む意欲のある人 

AP4.診療放射線学における研究・教育活動を通じて社会に貢献する強い意志の

ある人 

 

〈博士後期課程〉 

診療放射線学専攻 （博士後期課程）は、学是である「仁」の心を兼ね備え、国

内外を問わず多様な場で社会に還元・貢献できる専門知識と専門技術、及び高度

な研究能力を有し、診療放射線学分野の研究を積極的に推進し、質の高い診療放

射線学・生体量子科学の基盤を創造、ならびに後進の指導を行い得る人材を養成

することを目的としています。そのため、次のような志のある人物を求めます。 

 

AP1.博士前期課程等で修得した専門領域の基盤となる知識・技能、柔軟な思考力

と倫理観を兼ね備えている人 

AP2.豊かな人間性と強い探求心をもち、診療放射線学分野の発展のため、自立し

て研究に取り組む姿勢がある人 

AP3.診療放射線学分野に高い知的関心を持ち、最先端の研究に目を向け、研究を

やり遂げ、研究成果を国内外に発信する英語力のある人 

AP4.博士後期課程で修得した高度な教育研究能力を活用し、診療放射線学分野

の発展に貢献する強い意志のある人 

【資料16】別添資料3（新）
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教育理念 

本学は学是「仁」の精神を基に、「不断前進」を教育研究の理念とし、他者を

思いやり理解する心・感性を持ち、現状に満足せず、常に高い目標を目指して努

力を続ける人材を育成していくことを目指している。 

順天堂大学大学院保健医療学研究科では、学是である「仁」の心を兼ね備え、

国内外を問わず多様な場で社会に還元・貢献できる高度な専門知識と専門技術

を有する指導的高度医療専門職者や、理学療法学、診療放射線学の研究を積極的

に推進し、質の高い理学療法学、診療放射線学の基盤を創造する教育・研究者の

養成を目的とする。 
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ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

 標準修業年限（2 年）以上 4 年以内在籍し、修了要件となる 30 単位以上を取

得し、次の資質・能力を身に付けるとともに、必要な研究指導を受けた上で修士

論文の審査及び試験に合格した者に対し、修士（診療放射線学）の学位を授与し

ます。 

 

DP1.人体の機能・構造を多面的に理解し、診療放射線学に関する研究に高い倫理

観をもって取り組み遂行できる能力 

DP2.診療放射線学分野のリーダーや管理者、または教育・研究者としての役割や

診療放射線学の研究動向を理解し、最新のエビデンスを分析する能力 

DP3.科学的根拠に裏付けされた診療放射線学の専門的知識や技術の基本を応用

できる能力 

DP4.診療放射線学分野における問題に対して、体系的に整理し客観的に分析す

る能力 

 

〈博士後期課程〉 

標準修業年限（3 年）以上 6 年以内在籍し、修了要件となる 10 単位以上を取

得し、次の資質・能力を身に付けるとともに、必要な研究指導を受けた上で博士

論文の審査及び試験に合格した者に対し、博士（診療放射線学）の学位を授与し

ます。 

 

DP1.高い専門性と発展的な診療放射線学分野の知識・技術に基づき、新たな理論

構築や方法論を展開できる能力 

DP2.専門的知識・技術を駆使し、自ら研究プロジェクトを高い倫理観を持って厳

格に遂行できる能力 

DP3.研究成果を国内外に発信し、診療放射線学分野の研究の発展に貢献できる

能力 
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

CP1.人体の機能・構造の専門的知識や高度の倫理観、保健医療分野の専門的な研

究方法論を修得するために、共通科目に特論科目を配置します。成果は履修

科目の成績により評価します。 

CP2.リーダーや管理者、または教育・研究者としての必要な知識や、診療放射線

学の研究動向を理解し、最新のエビデンスを分析する方法を修得するため

に、共通科目と専門基礎科目に特論科目を配置します。成果は履修科目の成

績により評価します。 

CP3.診療放射線学の基幹領域での科学的根拠に裏付けされた診療放射線学の専

門的知識や技術の応用力を修得するために、専門科目に特論科目及び特論

演習科目を配置します。成果は履修科目の成績により評価します。 

CP4.診療放射線学における課題を見極め、研究計画立案から研究実施、さらに結

果を分析する能力を修得するために、演習・研究指導科目に特別研究を配置

します。成果は修士論文審査により評価します。 

 

〈博士後期課程〉 

CP1.新たな理論構築や方法論の展開に資する高度な専門知識や治療技術を学び、

質の高い診療放射線学・生体量子科学の基盤を創造する研究者としての能

力を高めます。 

CP2.専門領域の学術研究を積極的に分析し、研究課題に関連した専門的知識や

研究遂行技術を学ぶことで、自立した研究者となるための能力を培います。 

CP3.研究課題に係わる国内外での学会発表や論文公表等により専門分野の学識

を深め、国内外の専門家と積極的に交流し、国際的水準での研究推進に努め

ます。 
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アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

診療放射線学専攻 

〈博士前期課程〉 

診療放射線学専攻（修士課程）は、診療放射線学の教育を受けた学生や社会人

などに対して、高い専門性と発展的な診療放射線学の知識を教授し、国際的・社

会的に貢献できる人材を育成することを目的としています。生涯にわたって診

療放射線学と向き合う姿勢を持ち続、「仁」の心を兼ね備えた研究者・高度専門

職業人を育成するため、次のような志のある人物を求めます。 

 

AP1.豊かな人間性をもち、診療放射線学分野の発展のため、大学院で学修・研究

する明確な意思と、そのために必要な学力を持つ人 

AP2.保健・医療・福祉の臨床・教育現場で活動しており、診療放射線技師の資格

を持つ者として向上心のある人 

AP3.診療放射線学に高い関心を持ち、入学後の学修・研究活動に積極的に取り組

む意欲のある人 

AP4.診療放射線学における研究・教育活動を通じて社会に貢献する強い意志の

ある人 

 

〈博士後期課程〉 

診療放射線学専攻 （博士後期課程）は、学是である「仁」の心を兼ね備え、国

内外を問わず多様な場で社会に還元・貢献できる高度な専門知識と専門技術を

有する指導的高度医療専門職者や、診療放射線学分野の研究を積極的に推進し、

質の高い診療放射線学・生体量子科学の基盤を創造する教育者・研究者を養成す

ることを目的としています。そのため、次のような志のある人物を求めます。 

 

AP1.博士前期課程等で修得した専門領域の基盤となる知識・技能、柔軟な思考力

を兼ね備えている人 

AP2.豊かな人間性と強い探求心をもち、診療放射線学分野の発展のため、自立し

て研究に取り組む姿勢がある人 

AP3.診療放射線学分野に高い知的関心を持ち、最先端の研究に目を向け、研究を

やり遂げる意欲のある人 

AP4.博士後期課程で修得した高度な教育研究能力を活用し、教育者、研究者、指

導者として、診療放射線学分野の発展に貢献する強い意志のある人 
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保健医療学研究科診療放射線学専攻

共通科⽬

専⾨科⽬

専⾨科⽬

演習・研究指導

演習・研究指導

診
療
放
射
線
学

⽣
体
量
⼦
科
学

医
療
画
像
技
術
学

博⼠課程前期

博⼠課程後期

専⾨基礎科⽬

診
療
放
射
線
学

⽣
体
量
⼦
科
学

医療倫理学特論・医療統計疫学特論・機能解剖学特論・⽣理機能画像応⽤学特論
保健医療研究⽅法論・医療教育学特論・医療マネジメント学特論

診療放射線英語特論
放射線医学特論
機能画像学特論
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保健医療学研究科

共通科⽬

専⾨科⽬

専⾨科⽬

演習・研究指導

演習・研究指導

運
動
器
・
ス
ポ
ổ
ツ

理
学
療
法
学

内
部
機
能
障
害

理
学
療
法
学

神
経
理
学
療
法
学

運
動
機
能
制
御

理
学
療
法
学

診
療
放
射
線
学

⽣
体
量
⼦
科
学

医
療
画
像
技
術
学

運
動
器
・
ス
ポ
ổ
ツ

理
学
療
法
学

内
部
機
能
障
害

理
学
療
法
学

神
経
・
運
動
機
能
制
御

理
学
療
法
学

博⼠課程前期

博⼠課程後期

専⾨基礎科⽬

診
療
放
射
線
学

⽣
体
量
⼦
科
学

理学療法学専攻 診療放射線学専攻

医療倫理学特論・医療統計疫学特論・機能解剖学特論・⽣理機能画像応⽤学特論
保健医療研究⽅法論・医療教育学特論・医療マネジメント学特論

理学療法英語特論
理学療法臨床教育学特論
リハビリテーション学特論

診療放射線英語特論
放射線医学特論
機能画像学特論
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